
意見交換会実施報告書 
 

開催日時 平成２４年１１月１３日 午後７時００分～午後９時０５分 

開催場所 美麻公民館 中会議室 

出席議員 
  大厩富義（責任者） 二條孝夫（司会） 

 八木 聡（報告者）勝野富男（報告者）太田昭司（記録者） 

参加市民数  ８人  

議会報告内容 

・平成２３年度決算について 

・昨年いただいた、ご意見・ご要望の検討状況について 

・議員定数等について 

意見交換 

内容 

（要望提言

等） 

質問・要望・意見等 当日の回答 

１ 

現在の議員定数、議員報酬に

ついてどのように検討してい

るか。 

議員報酬については、基本的には第

3者機関である特別職報酬審議会で

の審査となる。議会では、議員定数、

議員報酬等について、議員定数等検

討委員会で現在検討中である。皆さ

んからも意見をいただきたい。 

議会の活動内容を調査した上で定

数等について検討すべきと考えて

おり、現在、議員活動調査を実施し

ている。 

議員報酬については、議員活動に専

念できるくらいの報酬額は必要だ

と考えている。 

議員構成について、若い人や、女性

など色々な階層から構成される事

が望ましいと考えている。 

社会が高度化しており、議員に何を

求めるかが２分化してきている。プ

ロの議員を求めるならばそれなり

の報酬が必要であるし、ボランティ

ア的な議員を求めるならば、市民の

皆さんに足りない部分を補っても

らう必要がある。市民の皆さんにも

意見を求めていきたい。 

２ 

議員定数が減ると山間地の住

民の意見が無視されてしまう

恐れがあるのではないか。 

きめ細かに市民の意見を聞くため

には、議員の数もある程度必要にな

ると考えている。 

３ 

厳しい社会情勢をふまえ、議

員報酬を下げるべきではない

か。 

大町市の議員報酬は県下で下から

３番目である。報酬額を下げること

を議論するだけでなく、議員の資質

向上にも努めていきたい。 



 ４ 
中山間地の農業についてどの

ように考えているか。 

稲作だけでなく、特産品などの独自

産業を開発する必要があると考え

る。また第６次産業についても進め

ていく必要がある。 

 ５ 

中山間地は高齢化も進み、荒

廃農地が増加している。なに

か良い施策はないか。 

現場の意見を聞いた上で、議会とし

ても対策について国等へ要望して

いきたい。 

農業を望んで Iターンをする方もい

る。そのような方達を受け入れれ

ば、産業とすることは難しいかもし

れないが、荒廃農地の拡大防止にな

ると考えている。 

 ６ 

定住促進住宅が建設されるよ

うだが、教員住宅等を利用し

て、もっと家賃が低い住宅を

作るべきではないか。 

家賃を低くすることは必要だと考

える。 

Ｉターン者を受け入れること色々

なトラブルがあるかもしれないが、

若いＩターン者は地元とのつなが

りを求めている場合が多い。根気強

く付き合ってほしい。 

 ７ 
要望や陳情はどのように取り

扱われているのか。 

市への要望は受け付けた後、担当課

に送付される。議会への陳情は内容

について委員会で審査が行われ、本

会議において願意が妥当かどうか

判断される。 

 ８ 

議員は議会基本条例の内容を

しっかりと理解しているの

か。 

今後ますます議員の資質向上に努

めていきたい。 

 ９ 

マレットゴルフ場等の整備が

合併前と比べ不十分になって

いる。 

入札の制度等で仕方のない部分が

ある。足りない部分については、地

域の方達の協力で補っていただく

必要もあると考える。 

 10 
松本糸魚川連絡道路整備の現

在の進捗状況について 

市町村によって考え方が違う部分

もある。今後発表されるマスタープ

ランのなかで市の考えが示される

予定である。今後も引き続き県等へ

要望していきたい。 

その他 

特記事項 

 

 

平成２４年１２月２１日 

 

政策調整委員会委員長 様 

             上記意見交換会責任者  大 厩 富 義 ㊞ 


